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通期業績予想の修正（連結・単独）に関するお知らせ 
 

 昨年11月16日の決算発表時に公表した平成13年9月期（平成12年9月21日～平成13年9月

20日）の業績予想（連結・単独）を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま

す。 

 

 

[１] 通期業績予想値の修正について（平成12年9月21日～平成13年9月20日） 

 

１．連 結 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ）      21,500      700       100 

今 回 修 正 予 想 （ B ）         21,500     1,000       200 

増 減 額 ( B ― A )              0      300           100 

増 減 率 （ ％ ）     0.0      42.9     100.0 

（御参考）前期実績 

（平成12年9月期） 

   20,697    589     61 

（金額の単位：百万円） 

 

２．単 独 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ）     17,200            950           500 

今 回 修 正 予 想 （ B ）     17,200          1,250           600 

増 減 額 ( B ― A )             0            300           100 

増 減 率 （ ％ ）       0.0        31.6      20.0 

（御参考）前期実績 

（平成12年9月期） 

    17,163            911           483 

（金額の単位：百万円） 

 

[２]  修正の理由 

 平成13年9月期の連結業績は、臨床検査事業でアレルギー検査を中心とした検体数が当

初見込み以上に伸張しておりますが、子会社で今期より参入した電子カルテの販売が廉価

機種の投入の遅れから販売計画が１５０百万円程度未達成となる見込みであります。従っ

て、売上高は、当初予想の２１，５００百万円となる見通しです。利益面では、臨床検査

事業での取引条件の適正化、人件費を中心としたコスト削減等によって主に単独の利益率

改善が大きく寄与し、当初予想以上に経常利益、当期純利益が増加する見通しとなりまし

た。 

以 上 


